ウォータースポーツプロジェクト名護

開催要項

名護市Ｂ＆Ｇ海洋センター指定管理者共同企業体

目的：自然と触れあいながら、マリンスポーツを通じて、親子の絆と参加者相互の交流・親睦

　　　　を深めること。また、トライアスロン・ライフセービング・マリンスポーツの基礎を楽しく学び安全で正しいスポーツ習慣を身につける。

主催：名護市B&G海洋センター指定管理者共同企業体

共催：財団法人　ブルーシー・アンド・グリーンランド財団

　　　社団法人　日本トライアスロン連合

　　　内閣府特定非営利活動法人　日本ライフセービング協会

協力：沖縄県トライアスロン連合

　　　沖縄ライフセービング協会

　　　沖縄県B&G地域海洋センター連絡協議会

後援：名護市教育委員会

日時：平成20年11月16日（日）

　　　（受付午前９：００～　教室開始１０：００～）

場所：名護市Ｂ＆Ｇ海洋センター

21世紀の森運動公園　名護ビーチ

対象：小学校3年生以上　又は親子　　30名程度

参加料：レクレーション保険料として８００円（予定）※参加人数によって変更になる場合がございます。

当日の流れ（イメージ案）

	
	プログラム内容

	１

９：３０
	開会式　

	２

１０：００
	準備運動　

	３

１０：００

～

１０：３０
	ラン　　ランでは準備運動から入り、特に足関節の柔軟から自重トレーニングのスキップやバウンディング、ラダーを使用した地面から反発をもらう運動やリズミカルなコーディネーショントレーニングを行う。



	
	休憩　準備

	４

１０：４０

～

１１：１０
	バイク　　バイクでは運転の装備、特にヘルメットのゆるみ止め確認やトランジッションでの要領を説明、大小のスラローム走行や白線を利用した一本橋走行、低速走行を行う。



	
	休憩　準備

	５

１１：２０～

１１：５０
	スイム　　スイムは泳力別に班分けしブイを回る方法や目標を見失わないヘッドアップ泳法を実施。
終了後、バイクにて名護ビーチへ移動。

	
	昼食　

	６

１３：３０～

１４：３０
	ビーチクリーン　海岸の清掃を行う。



	
	ライフセービング　　ライフセービングでは、資料を子供たちにもわかりやすい言葉使いで会話挙手などの方法を加え説明し、使用水面に移動、人命救助の手法、ペットボトルなどで浮くことを体験、次にチューブやボートを実際に使用して、救助する説明やパドリング体験し最後に、救助者発見から救助浮巻を投げ、大人を呼び、救助する一連の行動を体験。


	
	休憩　準備

	７

１４：４０

～

１５：３０
	チャレンジカヌー　海でのカヌー体験



	８

１５：４０

～

１５：５０
	閉会式

解散


申込方法：

別載の申込用紙に必要事項を記入し、名護市B&G海洋センターへ申し込みください。

直接持参・FAX・メールにて受付します。

保険料は当日お支払い下さい。

· 申込〆切：平成20年11月10日（月）必着

その他：

1 ライフジャケットは事務局で準備しますが、バイク用のヘルメットは、通学用等の個人で準備できる方はご用意願います。無ければ事務局で準備します。

2 昼食は各自でご準備下さい。

	※小学校3年生までのお子様は必ず親子での参加となります。3年生以上でも親子で参加できます。
※用意するもの：・水着・スイミングキャップ・動きやすい服装・運動靴・自転車（どのような形でもかまいません。）・濡れても大丈夫な長袖・濡れても大丈夫なズボン・濡れても大丈夫な靴。
※あると便利なもの：ゴーグル、ヘルメット、日焼け対策用品、防寒具（海での防寒用）


申込・問い合わせ先　

〒905-0019　沖縄県名護市大北１－28－5

名護市B&G海洋センター　（担当：大平）

Tel:０９８０－５４－１０８２　Fax:０９８０－５４－０５８５

E-mail：oohira@wellfas.co.jp
